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令和４年度第１回逗子市高齢者保健福祉計画懇話会 議事録概要 

 

開 催 日 時 令和４年６月 28日(木) 午後２時 30分～午後４時 30分 

開 催 場 所 逗子市役所４階 議会会議室 

出 席 者 

【参加者】 

押川 哲也（座長）、中西 満、伊藤 伊豆男（副座長） 

田邉 笑美子、加藤 克真、青木 雅人、前坂 淑子、中村 小雪 

（欠席：小林 久子、川島 星美、堀川 修平） 

 

【アドバイザー】 

秋山 薊二、松岡 晃、伊藤 佳子 

（欠席：秋間 禮二） 

 

【事務局】 

福祉部長 須藤 

福祉部次長 廣川 

高齢介護課長 伊藤 

社会福祉課担当課長 堀田 

国保健康課副主幹 青山 

高齢介護課副主幹 粟飯原 

高齢介護課事務局 浅羽 

【（株）名豊】 

川崎 

議 題 

（１）令和３年度書面開催の結果について 

（２）第８期高齢者保健福祉計画の進行管理について 

（３）総合計画の個別計画の進行管理について 

（４）総合計画基本構想改訂および中期実施計画策定に関する企画 

立案等に係る意見聴取について 

（５）アンケート調査について 

（６）第１回・第２回逗子市地域包括ケア会議の報告 

（７）その他 

会議内容 

１． 開会 

・部長挨拶 

２．出席者の紹介 

  ・名簿による参加者、アドバイザー、事務局紹介 

・欠席の報告 

・傍聴確認 

・資料の確認 
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３ 議題 

（１）令和３年度書面開催の結果について   

 押川座長 

・議題 1～5については福祉計画に長く携わっておられる秋山アドバイザーにお願

いしたい。 

 事務局 

・『令和３年度書面開催の結果について』資料１―１、１－２に基づき説明。 

 秋山アドバイザー 

・内容について、今回コロナの問題により想定よりうまくいかなかったのが大き

なポイントで、特に介護などの各種活動が停止したということ。今後の対応に

ついて、その他のご意見に対して、回答したものである。意見はあるか。 

 中西氏 

・資料１－２の２ページの移動支援について、事業実施の必要性と継続性を合わ

せて検討する必要ということで、支援ニーズの傾向と量を分析するということ

だが、実証実験の状況について教えていただきたい。 

 事務局 

・結果について担当所管からの報告がでたらそ、の結果を報告する。 

 

（２）第８期高齢者保健福祉計画の進行管理について 

 事務局 

・『第８期高齢者保健福祉計画の進行管理について』資料２に基づいて説明 

 中西氏 

・市町村特別給付について、対象拡大が図られ実績値 550に対して令和４年度の

計画値が 300。なぜ 250低く設定されたのか。 

・現状と評価で、運送事業者と協議し、より良いサービスを提供ということだが、

何か組織があるのか、２点教えてほしい。 

 事務局 

・計画値について、第８期の計画値で、令和２年に作ったもので継続している。

実績値に合わせていない。 

・２点目、何か特別な協議会があるわけではないので、事業者と単発で、相対で

協議することになる。 

 加藤氏 

・特別養護老人ホームと認知症対応型共同生活介護、特定施設入居者生活介護で

実際に応募があったか、具体的なものがあれば教えてほしい。 

 事務局 

・計画は昨年度で出した段階で、いくつかの業者からは、どこでやるのかという

問い合わせはあった。ここでやりたいという要望は来ていない。 

 青木氏 

・施設の目標で今後も特にショートステイのベッド確保はしないのか。 

 事務局 
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・簡単ではないが、ニーズがあるのは確かなので９期の中で考えていきたい。 

 中西氏 

・ニーズがあるのに事情があり、ショートステイに転換したが、対応できるもの

があれば、検討いただきたい。 

・制度が弾力化されたことで小規模多機能型居宅介護、現場の事業所がどのよう

に考えているか事業運営の実態を知ったうえで、ショートステイの緊急ショー

トもできるのであれば、ある程度加味して小規模の増設も含め検討課題にして

いただきたい。 

 事務局 

・どこまでできるかはわからないが、９期策定に向けたアンケートにおいて事業

所の実情が分かる形で検討する。 

 秋山アドバイザー 

・７ページの在宅医療と介護の連携で、今、訪問医療は行われているのか。 

 事務局 

・状況に応じて回数は変わっているが、訪問医療も行われている。 

 秋山アドバイザー 

・承知した。議題２はご了承いただいたということでよろしいか。 

（異議なし） 

 

（３）総合計画の個別計画の進行管理について 

 事務局 

・『総合計画の個別計画の進行管理について』「資料３－１、－２」に基づき説明 

１件ごとに評価願いたい。 

・「地域包括支援センター運営事業」について説明 

 中西氏 

・元気高齢者の算出方法、その結果から元気高齢者の割合、目標の 83％の達成が

遅れているとの評価であるが、逗子市の状況から遅れているだけの評価でよいか。 

 事務局 

・65歳以上の高齢者を分母、要支援要介護認定者を分子とし算出。要支援要介護

認定を受けていない方。結果として目標 83％に達成していないため遅れている評

価となる。認定率が高くなることは致し方ないが、その一方で介護予防に注力し、

極力健康寿命を延ばす施策を実施、そのための指標として挙げている。 

 秋山アドバイザー 

・「地域包括支援センター運営事業」は、予定どおり進捗、(a)順調と評価してよ

ろしいか。 

（異議なし） 

 

 事務局 

・「地域包括ケアシステム推進事業」について説明 

 秋山アドバイザー 
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・高齢者の社会参加が介護予防に有益であったこと。市内の施設開設状況も順調

である。結果、予定は完了、(a)順調と評価してよろしいか。 

（異議なし） 

 

 事務局 

・「資料３－１の５ページ 高齢者介護予防事業」について説明。 

 秋山アドバイザー 

評価は(b)おおむね順調であると評価してよろしいか。 

（異議なし） 

 

 事務局 

・「資料３－１の６ページ 介護予防日常生活支援総合事業」について説明。 

 青木氏 

・逗子市の認定率は神奈川県の中で一番高く、20％超えている、同じ高齢化率が

高くても認定率が低い市がある。何か原因はあるのか。 

 事務局 

・ひとつの原因は後期高齢者の方が多いためである。 

 秋山アドバイザー 

評価は(b)おおむね順調であると評価してよろしいか。 

（異議なし） 

 

 事務局 

・「資料３－１の７ページ 介護予防普及啓発事業」について説明 

 秋山アドバイザー 

評価は(b)おおむね順調であると評価してよろしいか。 

（異議なし） 

 

 事務局 

・「資料３－１の８ページ 高齢者の生きがいと健康づくり推進事業」について説     

明 

 秋山アドバイザー 

・今後は教養講座に中に ICT を活用していただきたい。瑕疵があったわけではな

いが講座を実施できなかった。評価は(C)順調ではないとしてよろしいか。 

（異議なし） 

 

 事務局 

・「資料３－１の９ページ 認知症地域支援推進事業」について説明 

 秋山アドバイザー 

・目標値を超えて達成している。結果(a)順調と評価してよろしいか。 

（異議なし） 
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 秋山アドバイザー 

・総括表、１地域包括ケア体制の推進は(a)、２生きがい・介護予防施策等の推進

は(b)、３認知症施策の推進は(a)、総体をまとめて Aと評価してよろしいか。 

（異議なし） 

 

（４）総合計画基本構想改訂および中期実施計画策定に関する企画立案等に係る 

意見聴取について 

 事務局 

・『総合計画基本構想改訂および中期実施計画策定に関する企画立案等に係る意

見聴取』について、資料４－１を用いて説明 

 秋山アドバイザー 

・意義ある方はいらっしゃらないので、基本構想はこのままで了承。 

 

（５）アンケート調査について 

 事務局 

・『アンケート調査』について資料６を用いて説明 

 田邊氏 

・アンケートも道筋が分かるような、高齢者の家族や本人が設問に翻弄したり、

ひっかけ問題のような内容ではなく、分かりやすアンケートとしたほう方がよ

い。 

 秋山アドバイザー 

・調査の中で一番良くないのが、焦点化されていないこと。何を聞きたいかに焦

点を合わせ、それに質問を重ねる方法が一番よい。今回はコロナ後の高齢者の

状態の変化をテーマとして捉えるのはいかがか。 

 中西氏 

・アンケート調査の枠組み、対象、サンプル数は前回と同様か。アンケートの設

問に加えたい内容はいつまでに伝えればよいか。 

 事務局 

・アンケート調査の枠組み等は前回同様である。 

・項目に関するご意見等について 7月 20日頃までにお願いしたい。 

 

（６）第１回・第２回逗子市地域包括ケア会議の報告 

 事務局 

・『第１回・第２回逗子市地域包括ケア会議の報告』について資料５を用いて説明 

 中西氏 

・５－２の地域の資源等で、高齢化や担い手不足はこの分野で言えば最大の課題。

国が処遇改善加算の取得促進事業を実施しているが、事業者に対して色々なア

ドバイス、研修などをするということだが、この実施状況は逗子市にあるか。

取得率は把握しているか。 
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 事務局 

・逗子市で実施はしていない。取得率についても把握していない。 

 中西氏 

・他業種に比べて、若い人たちが介護事業に来られない。介護職員の人材確保と

職務改善を行政の課題としてほしい。 

 青木氏 

・最低賃金が上がっている中で、介護報酬は割合的に低い程度でしか上がらない。

きつい介護職をやるかと言えばやらない人が増えているのが現状である。 

 

（７）その他 

 事務局 

・次回の会議予定は８月の後半に考えている。 

・アンケートにこういう設問を入れてほしいという意見があれば７月 20日にお願

いするす。 以上 

 押川座長 

・それでは本日の会議については終了する。 

 


